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2年 経過 したこととする。従つて枝打の効果は5%有 意であつたが、間伐 はこの期間だけでは

効果 を示 しえず、又間伐 と枝打の交互作用項 も有意でないo

枝打は樹冠の一部を取 り除 き.直 接的に樹幹の生長に影響を与えるのに対 し触間伐の効果は
ギ

問接的できわめて除々としているζとカ㍉ よくわかるo

間伐と枝打の交互項については.ど の程度の影響寮あちわれるかは.今 後の観測にまたねば

ならないo(な お㌔ 前圓(昭42年 度)の 共分散分析では薯者の ミスから誤差項をとりちがえ

だだめ結論をあやまつているo本 報告はそのための訂正であり.蝕 わび申上げます◇)

(文 献)

昭59年 塾昭42年 、昭45年(訂 正)九 大演習林研究経過報告参照

る 小 型 電 子 計 算 機 に よ る林 業 生 産 物 の 計 測 に 関 す る研 究（II)

林 産 物 の 価値 的分 類 に つ い て

木 梨 謙 吉 。汰 木 達 郎 ・吉 良 今 朝 芳

まえがき く1}報においては林産物計測のだめの小型電子計算機として、01ivetteProgra-

mmalO1を 用い。立木調査野張海よび轍 積検知野帳か らの.材 積集計の簡易化をこれ ら一連の

計算機講のもとで。 より本質的な問題点 として、現在行われている素材の仕訳が℃価値的分類

として果 して合理的であるかを検討するため、木材価格 との関連性 を数量化理論によつて解明

しようとしたoま だ合せて磁 積作業功程の調査も行い、素材仕訳分類の合理化 を追求す るo

この研究は昭和44年 度科学研穽費補助金試験研究(課 題番号65007)に よつたo

資料 と調査方法 木材価格に鉛よぼす諸要因の実態を調査するだめ、ケース。スタデーとし

で福岡県森林組合連合会千足木材共販市場にむいて.1970年2月 以降の758個 の木材販

売データの各要因をホール 。ソー ト。カードに集録 し。数量化理論にもとづき次のようなアイ

テム 。カテ ゴリーにもとついてス=ア ーを計算 したooutsiderと しては磁 積での1㎡ 当り価

格であるo

まだ同市場の土場における磁 積機械作業に関する功程については別にタイム 。スタディーに

より資料をとつだo

結果 この市場では.件 数として全資料中半分以上を占めるものは.樹 種Xギ 、材長4耽 、

直径25傭 以上、 材積a5～5鴻 ㎡、品等通直材であつfto価 絡が高 くなる要因としては、

樹種 ヒノキ、長級4m。 晶等通盧材であつて、磁 積の場合の分類仕訳のアイテムとしては樹種.

長級.品 等が優先 し直径.材 積.産 地などがこの場合では従属するo



木材価 格要因 分析結果表

だだ しこの現場の ある時点 での調査 であるか ら.よ り一般的 にはさ らに広 い調査研究 が必要 であ

るoこ れに もとつい てプesグ ラムをた てた もの を示すo

BVン 《>8e↑ ↓S×xEXald↓ ÷e‡atd←-CVAV/VA‡/We↓B十B‡CVaWe↓b十b‡CVaVe↓

c十cSCVAW/YA↓/Ze↓d十d↓CVaZe↓C÷C↓CVaYe↓D十D↓CVAZbVンi〈>AxD↓d↓C‡c↓

B‡b↓E÷ 蹴 ◇b↓cVCVS

つ ぎt,C.1並 積 機械 作業 の功程調査結果 をみ ると.1サ イクルの実働時 間は積み込み8%.稼 動

54%、 荷 卸 し25%、 段 取 り15%と なつ ているo


